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　平成24年8月24日（土）八丈島において「海洋エネル
ギーシンポジウム」が開催され、海洋エネルギーを活用し
た島の振興方策について有識者と意見交換し、八丈島振興
につなげることを目的に開催されました。

　シンポジウムの冒頭では、主催者側を代表して山縣宣彦
国土交通省港湾局長が挨拶をした後、地元東京都第3区選
出で元国土交通副大臣の松原仁衆議院議員が島の振興にとっ
ての波力発電の重要性を訴えました。
　また、山下奉也八丈町長が挨拶をしました。基調講演とし
て木下健東京大学教授により『海洋再生エネルギー利用の
世界と日本の現状』について、永田修一佐賀大学教授により
『波力発電の動向』について、学術的な観点から講演があり
ました。
　パネルディスカッションでは、八丈島における波力発電
について活発な意見が出されました。
パネラーには基調講演をした木下教授、 永田教授に加え、
千葉大学特命教授の木場弘子氏、新エネルギー産業技術総
合開発機構の伊藤正治氏、港湾空港技術研究所の高橋重雄 
理事長、国土交通省関東地方整備局の吉永清人 副局長が登
壇しました。

　八丈島は、豊かな自然に囲まれ、地熱、風力などの自然
エネルギーに恵また島であり、波エネルギーもその一つで
す。波のエネルギーについては、我が国でも数十年の歴史
があり、クリーンエネルギーとして注目を集めています。
　波力発電の導入は、全国の離島でのエネルギー確保方策
の先駆的事例となるものであり、低潮線保全法により特定
離島に位置づけられた沖の鳥島での電力確保方策にも利用
が期待されています。

　平成24年9月10日（月）、松原仁衆議院議員、川島理史
町長、山縣宣彦港湾局長が、伊豆大島において取り組んでい
る東京離島維持補修省力化実証実験の現場を視察しその後、
大島町役場において意見交換会を行いました。
　意見交換会には、松原仁衆議院議員、川島理史大島町長、
中村佳一議長や漁業組合関係者が、また国土交通省からは山
縣宣彦港湾局長、吉永清人関東地方整備局副局長など約30
名の方々が参加しました。

《意見交換会での主な発言》
（松原大臣）
　　・我が国のＥＥＺ面積は世界第6位を誇っており、国益の
　　　観点からも島嶼の発展は非常に重要である。
　　・島嶼における港湾は交通手段のみならず、観光や産業に
　　　とっても必要不可欠であり、実証実験が大島で行われる
　　　ことは非常に意義がある。
　　・島はＥＥＺの拠点として重要で、島の振興には独自の方
　　　法が必要となる。ガソリンは内地より下げることを実施
　　　した。フランスでは島を丸ごと優遇している。
　　・島の開発については自然公園法がネックとなる場合もあ
　　　る。バランスが重要である。

その他の発言
　　・島嶼における港湾は生活、産業、防災や地域の賑わいの
　　　拠点であり、ＥＥＺや自然環境の保全、資源の活用にとっ
　　　て重要。離島振興法の延長を機に港湾のあり方や漁業、
　　　農業、住民等と協働して行きたい。　
　　・大島で補修にかかる実証実験が行われることは意義深い
　　　ものがある。今後も国の港湾行政に期待していきたい。
　　・港について、防波堤の整備をお願いする。ソフト面では
　　　船の料金が高いと感じている。
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